








1.はじめに 

SIDS および abortive SIDS の疫学的調査を周産(生)期の観点より行い、本症と種々の周産

期因子との相関を検討し、その発生の予防および発生の予測を可能ならしめる危険因子

(risk factor)を見つけ出す事を目的とした。本研究は、周産期班 4施設の協同研究とは別

に、北里大学 1施設で出生した児の retrorpectiveおよび prospective study より本邦に

おける SIDS および abortive SIDS の発生頻度を周産期学的観点から検討を加えた。 


